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地域の人の笑顔、そして交流。
だからまた来たくなる。

伊佐市では、校区コミュニティ協議会を中心にフットパス事業に取り組み、
地域の魅力再発見や、人との交流を通じたまちづくりを進めていきます。

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

小さい頃、通学途中によくよりみち・みちくさを
していた、歩いて楽しい道を教えてください。

　フットパスとは、森林や田園地帯、古い街並みなど、地域に昔からあるあ
りのままの風景を楽しみながら歩く（フット）小

こ み ち

径（パス）のことです。
　地域が守ってきた地域にしかない魅力を、ブラブラ歩く“ランブリング”
や交流を通して、歩く人自身が発見し、その地域のすばらしさを感じていた
だくことができます。

過疎。寂れている。田舎。不便。

① 自然を五感で感じ、リフレッシュできる。
② 地域の人との交流で、地域に親しみが持てる。
③ コースを自由に歩くことで、お金をかけずに新たな発見
　 や楽しみが得られる。
④ 歩くことで足腰が鍛えられ健康な体になる。

落ちてたどんぐりカワイイ♪

山道は発見の宝庫 !!

川のほとりでひと休み

この置物はなんだろう？

脇道にアケビ発見 !!

こんなベンチに味わいがある 自然を満喫できる

① お金をかけずに、地域を歩く人に来てもらえる。
② 歩く人との交流を通して地域が元気になる。
③ 歩いてもらうことで、地域の良さを伝えることができる。
④ 地域の人の特技を活かした活躍の場ができる。
⑤ 地域で長い時間を過ごしてもらうので、買い物や食事を
　 してもらえる。
⑥ 歩く人に地域の美しさを感じてもらうために、草刈りや
　 清掃などの美観を維持する意識が高まる。

だからこそそんな風景に、
地域ならではの新しい発見や、

人とのふれあいを見つけるのです。

歩く人

地域の人

フットパスによる効果って？
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フットパスで
伊佐の魅力を
再発見。
よりみち・みちくさをしながら、
昔からある風景を楽しみ、ゆったりと歩く。
新しい地域の楽しみ方。新しいまちづくり。
　　　　　　　　　　　それがフットパス。



ISA City Public Relations  2017.03.01　　4

新しい介護予防・日常生活支援
総合事業がスタートします

どんなサービスが
利用できるの？

利用するには
どうすればいいの？

①介護予防・日常生活支援サービス事業 ②一般介護予防事業

①介護予防・日常生活支援サービス事業 ②一般介護予防事業

対象者対象者

大きく２つの事業があります

お住まいの地区の『地域包括支援センター』にご相談ください！

チェック票の活用により、迅速な
サービスの利用が可能になります

チェック票

25項目

今までどおりの
サービスが使えます

ポイント！

ポイント！

要支援１・２の人は何か変わるの？ 総合事業の相談窓口

　介護予防・日常生活支援総合事業は、65 歳以上の全ての人を対象に
介護保険制度の地域支援事業として市が実施するものです。
　住み慣れた地域で生活できるよう、ニーズに合った多様な介護予防と生活支援サービスを提供します。
　要支援１・２の人が利用している介護予防サービスの一部、訪問介護（ホームヘルプ）と通所介護（デ
イサービス）がこの事業に移行します。

介護保険の要支援１・２の認定を受けた人、
事業対象者としての判定を受けた人

○訪問型サービス……ホームヘルパーによる掃除・洗濯
　　　　　　　　　　などを中心とした生活援助など
○通所型サービス……通所介護事業所などでの運動機能
　　　　　　　　　　向上など

○介護予防教室、健康相談
○高齢者の居場所づくりを通しての
　交流促進、生きがいづくり
○玄米ダンベル体操、脳トレなど

事業対象者の判定は、地域包括支
援センター窓口などでチェック票
を用いて行います。

65 歳以上の全ての人が利用できま
す。地域包括支援センター窓口など
で利用者に合った
事業を紹介します。

予防給付のうち、訪問介護と通所介護は総
合事業へ移行しますが、これまでのサービ
ス利用に変更はありません。

総合事業の利用については、
地域包括支援センターにご
相談ください。

事業者名 連絡先 対象地区
大口地域包括
支援センター ☎㉓２３７７ 大口

菱刈地域包括
支援センター ☎㉖１３０７ 菱刈

65 歳以上の全ての人

介護保険の予防サービスが　　わります変平成 29 年４月から
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田島充絆（大口小１年）
外木場麻愛（湯之尾小１年）
松尾幸弥（大口小２年）
佐土原大稀（大口東小２年）
福元悠也（曽木小２年）
髙見京伽（大口小３年）
盛永陽南（南永小３年）
池田菜桜（牛尾小 4 年）
大渕空（羽月小４年）
尾口絢菜（針持小 4 年）
前野華乃音（大口小 5 年）
伊藤凛音（山野小 5 年）
長野比呂（山野小 5 年）
永田眞寧（大口小 6 年）
髙田勇正（山野小６年）
原口義斗（湯之尾小６年）

田中雅匡（大口小１年）
中村紗耶香（羽月西小１年）
米澤優空（羽月小 2 年）
伊藤蓮二（山野小３年）
熊ケ迫七海（羽月西小３年）	
小原佑菜（湯之尾小４年）
髙嶋明花（南永小４年）
坂元陽向（羽月小５年）
山元雄宇（田中小５年）
髙嶋天真（南永小６年）
福岡来実（田中小６年）
前田奈月（大口中央中 1 年）
川添花恋（大口明光学園中 2 年）
清松小桃（大口中央中２年）
中原田夏音（大口明光学園中 3 年）
宮後百花（大口明光学園中 3 年）

中村伊里（山野小 1 年）
久保田明羅（湯之尾小 3 年）
中村由孝（山野小４年）
小迫樹里（羽月西小５年）
堂前愛心（大口明光学園中 1 年）
山脇琴音（大口明光学園中２年）
濱安佑（大口明光学園中３年）

山下花菜（大口中央中 2 年）

消防長賞

森山碧月（大口明光学園中1年）

奨励賞

３月は空気が乾燥し、１年で火災が最も発生しやすい時期です。
火の取扱いには十分注意してください。

期 間 ３月１日（水）～７日（火）

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合消防本部　 ☎�０１１９

　春季全国火災予防運動の一環で
伊佐湧水消防組合が募集した「防
火ポスターコンクール」に 168
作品の応募がありました。入賞者
は次の皆さんです。（市内小・中
学校のみ掲載。敬称略）

大口地区の作品
大口ふれあいセンター２
階展示場

３月１日（水）～７日（火）

菱刈地区の作品
市役所菱刈庁舎１階玄関
ロビー

展示場所

展示期間

防火ポスターコンクール

　交通災害共済は、交通事故（自損事故・自転車による事故を含む）でケガをした場合などに、加入者本人に
見舞金が支払われる制度です。４月１日現在で伊佐市に住民登録・外国人登録している人なら、どなたでも加
入できます。万が一に備えて家族みんなで加入しましょう。
会　　費　１人あたり 500 円
共済期間　平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日
※４月１日以降に加入した場合は、会費納付の翌日～平成 30 年３月 31 日。
納付場所　市役所の公金取扱所または市内の金融機関（ゆうちょ銀行は不可）
見舞金額　治療日数に応じて２万５千円～ 18 万円。死亡の場合は 100 万円。
問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

交通災害共済に加入しませんか

金賞 銀賞 銅賞

応募作品を
展示します
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引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！
住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険、国民年金、
選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です ｡ 異動したときには、市区
町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です（法律上の義務です）。

※正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
　５万円以下の過料に処されることがあります。

◆ ｢ 通知カード ｣､｢ マイナンバーカード（個人番号
　 カード）｣､｢ 住民基本台帳カード ｣ の住所変更の
　 届出もお忘れなく！

◎他の市区町村に転出・転入する場合

◎伊佐市内で転居する場合

【転出前（転出届）】

【転入した日から14 日以内（転入届）】

【転居した日から14 日以内（転居届）】

転出届を提出して
転出証明書を受け取る

転出証明書を添えて
転入届を提出する

転居届を提出する

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

伊佐市役所
大口・菱刈庁舎

問い合わせ先　市民課市民係　☎㉓１３１１

これらの「住所」は
最新のもの にする

必要があります。

（個人番号カード）
○身分証明書となる
　「マイナンバーカード」

○住民の皆さんに送付している
　マイナンバーの ｢ 通知カード ｣

（おもて面）

◆マイナンバーの｢通知カード｣､

｢マイナンバーカード｣､
(個人番号カード)

｢住民基本台帳カード｣

の住所変更の届出も

お忘れなく！

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、

◆住民票の異動の届出を！

（転出届、転入届、転居届等）

○住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届など)は、

国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録など

につながる大切な手続です｡

○住民の皆様に送付している
マイナンバーの｢通知カード｣

市区町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です！

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出 ※詳しくは、お住まいの市区町村

の窓口へお問合せください。

◎他の市区町村に転出・転入される場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

◎同一の市区町村内で転居される場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

身分証明書となる
「マイナンバーカード」

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。

(おもて面) (おもて面)(個人番号カード)

（法律上の義務です）

（正当な理由がなく住民票の
異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処され
ることがあります。）

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村

（おもて面）

◆マイナンバーの｢通知カード｣､

｢マイナンバーカード｣､
(個人番号カード)

｢住民基本台帳カード｣

の住所変更の届出も

お忘れなく！

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、

◆住民票の異動の届出を！

（転出届、転入届、転居届等）

○住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届など)は、

国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録など

につながる大切な手続です｡

○住民の皆様に送付している
マイナンバーの｢通知カード｣

市区町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です！

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出 ※詳しくは、お住まいの市区町村

の窓口へお問合せください。

◎他の市区町村に転出・転入される場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

◎同一の市区町村内で転居される場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

身分証明書となる
「マイナンバーカード」

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。

(おもて面) (おもて面)(個人番号カード)

（法律上の義務です）

（正当な理由がなく住民票の
異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処され
ることがあります。）

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村

　祭り当日、会場で販売やＰＲを行う出店者を募集します。
日　　時　４月２日（日）９時～ 16 時（雨天中止）
出店条件　伊佐市内の個人、団体及び主催者が指定する団体
①調理を伴う食品の出店　6,000 円
②調理を伴わない食品の出店　3,000 円
③食品以外の出店・フリーマーケット　1,000 円
※１区画の広さは３ｍ×３ｍ
※タープテント等を各自持ち込んでください。（有料でテント貸出）
※電気が必要な場合は、発電機を持ち込んでください。
申込方法　出店要領及び出店申込書を伊佐市観光特産協会事務局に
　　　　　ご請求ください。
申込期限　３月 17 日（金）
提出・問い合わせ先　伊佐市観光特産協会事務局（曽木の滝公園内）
　　　　　　　　　　☎㉘２６００（10 時～ 17 時、月曜休み）

商
工
会
女
性
部
に
よ
る

「
福
か
ざ
り
展
」開
催
！

期間会場

～

３
火曜日

14

日曜日

４
２

問い合わせ先

社会教育課社会教育係   ☎㉓１３１１

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

　　　入学・就職・転勤等による引越しで
住所を異動する人は届出をしてください

出店者募集忠元公園桜まつり
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住みよい地域づくりに参加しましょう自治会に加入して

歳　入　　31 億 5,875 万 4 千円

 保険料    　　４億 9,247 万円

 国庫支出金    　　８億 6,688 万円

 県支出金       4 億 4,825 万５千円

 支払基金交付金       7 億 9,808 万 1 千円

 繰入金    4 億 8,707 万 5 千円

 繰越金             6,222 万 2 千円

 諸収入ほか                   377 万 1 千円

歳　出　　30 億 7,767 万５千円

 総務費        1 億 1,537 万５千円

 保険給付費   28 億 1,926 万 3 千円

 地域支援事業費             7,655 万 8 千円

 保健福祉事業費                   303 万 4 千円

 諸支出金               6,334 万３千円

 基金積立金              　    10 万 2 千円
問い合わせ先　健康長寿課介護保険係　☎�１３１１

※給付費１％未満のサービス費は表示していません。

　介護保険は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み
慣れた地域で、できる限り自立した生活を送るためにつくられた制度です。
　保険給付の状況など保険財政の内容
を理解していただき、適正かつ健全な
介護保険制度の運営を行うため平成27
年度の実績を報告します。

平成 27 年度   介護保険事業特別会計報告

平成 27 年度介護保険事業
特別会計の収支決算

平成 27 年度介護保険給付費の歳出内訳

特定入所者介護
サービス費等6％

訪問介護３％

高額介護
サービス費等3％

介護老人保健施設18％

訪問看護２％

介護療養型
医療施設６％

介護老人福祉施設20％

通所介護６％

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護3％

通所リハビリ
テーション７％

認知症対応型共同生活介護１5％

短期入所
サービス１％

小規模多機能型居宅介護３％

福祉用具・住宅改修サービス３％

居宅介護支援３％
特定施設入居者生活介護１％

総額  28 億 1,926 万 3 千円

在宅サービス
26％

地域密着型
サービス
21％

その他サービス
９％

施設サービス
44％

　もし、熊本地震のような災害が
自分の住む地域で起きたら、あな
たはどうしますか。地震や水害な
どの大きな災害があったとき、人
はひとりでは対応できません。
　自治会は、地域の人と人との
つながりを大切にし、いざとい
うとき助け合えるように話し合
い、活動しています。
　主にごみステーションや防犯灯の設置管理、
自主的な防災・防犯活動、定期的な清掃活動
など、安全・安心で快適に生活できるよう取
り組んでいます。

　伊佐市には現在 272 の自治会が
ありますが、少子高齢化や近年のア
パート住まい世帯の増加などに伴い、
自治会への加入率は減少しています。
一部の自治会では、活動や運営が難
しくなってきています。
　自治会未加入者が増えると、災害
発生時の避難体制や連絡体制、情報

伝達などに影響が生じる可能性があります。
　住みよい地域づくりに参加・協力するために
も自治会に加入しましょう。
問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係

☎㉓１３１１
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健診受けて
元気な市になるきっかけに

　２月 15 日、市と鹿児島興業信用組合は「特定健康診
査事業の推進に関する覚書」を締結しました。
　これは、国民健康保険の特定健診または後期高齢者医
療の長寿健診を受診した人を対象に金利を優遇すること
で、健診の受診を推進し、市民の健康づくりや病気の予
防につなげようとするものです。これにより、鹿児島興
業信用組合大口支店では、４月１日から、特定健診及び
長寿健診を受診した人は金利が上乗せされる「健康サポ
ート定期預金『いっど健診』」の取扱いが始まります。
　鹿児島興業信用組合の滿田學理事長は「地域活性化に
は地域の人が元気であることが重要。健診受診率の向上
の一助になれば」と述べられました。

伊佐の寒さが造りだす
熱く美しい氷の世界

　１月 28 日・29 日の二日間、“鹿
児島の北海道” とも呼ばれる伊佐
の寒さを活かしたイベント「第２
回アイスワールド in 伊佐」が開
催されました。
　50 メートルの氷のすべり台に
は、開始早々に家族連れの長蛇の
列ができました。氷像制作や太鼓、
歌、ダンス、炎を使ったパフォー
マンスなどがあり、伊佐の寒空が
鮮やかに彩られました。
　また、特別会場では「こんたつ」
と題したこたつで行う婚活イベン
トもあり、参加者は「とてもユニ
ークなイベントだった」「こんな
に面白い婚活は他にはない」と笑
顔で話していました。
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　2 月 4 日、平出水小学校 4 年生の鮫島優
太さんと橋本來樹さんが「半成人式」で祝福
されました。
　鮫島優太さんは「ユーチューバー（YouTu
ber）になるためにパソコンのしくみや知ら
ない言葉、歴史の勉強に努めたい」、橋本來
樹さんは ｢ プロ野球選手のレギュラーを夢見
てソフトボールの練習のほか、家での練習に
励んでいる」とにこやかに語りました。
　保護者へ日頃の感謝を綴った手紙を手渡す
際には、家族で抱き合うような仲睦まじい一
面も見られました。

平出水小「半成人式」

　１月 26 日は「文化財防火デー」です。伊
佐市では 22 日に防火訓練を実施しました。
　白木神社（県指定）、郡山八幡神社、祁答
院家住宅、箱崎神社（国指定）の４つの文化
財で、それぞれの地元消防団や消防本部、市
の関係課などが訓練に参加しました。
　伊佐湧水消防組合の前田消防長は「地域の
宝である文化財を後世に残すのは、今を生き
る私たちの役目。地域住民や消防団など関係
機関が一体となって守りましょう」と話しま
した。　

地域の文化財を守る

　１月 24 日、市役所大口庁舎で無人航空機
（ドローン）贈呈式があり、産業用ドローン
を制作する㈱エンルートの伊豆智幸社長から
伊佐湧水消防組合にドローンが贈られました。
消防がドローンを導入するのは県内初です。 
　２月７日には、伊佐湧水消防組合の職員
10 人がドローン操縦員の養成訓練を受け、
実際に操縦しました。
　災害時の状況把握や行方不明者の捜索に役
立つだけでなく、これまで危険箇所に消防隊
員が出向いていたところをドローンが代行す
ることで、救助する側の安全も守られること
が期待されます。伊佐湧水消防組合では今後
も活用に向け訓練を重ねていくということで
す。

県内初  消防にドローン導入

　２月５日、三反園知事が伊佐市を訪れまし
た。
　まず、高校総体や鹿児島国体の会場となる
菱刈カヌー場を視察し、雨の中練習していた
カヌークラブ員たちを激励しました。
　その後、市役所大口庁舎で校区コミュニテ
ィ協議会長など 25 人が参加して車座対話が
行われました。知事は、参加者からのあらゆ
る取組の紹介や、要望、意見などをメモを取
りながら聞き、一つ一つに答えていました。
　知事は「鹿児島には農産物をはじめ良いも
のや可能性がたくさんある。一緒に力強い鹿
児島をつくり元気にしていきましょう」と参
加者に呼び掛けました。

知事と語ろう  車座対話
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　伊佐市と熊本県人吉市を結ぶ国道 267 号
木ノ氏バイパスが１月 28 日に開通し、開通
式典が行われました。
　この木ノ氏バイパスは、これまでの大口中
央中学校下を通る道のりよりも走行距離と時
間が短縮され、また、通学路の安全が確保さ
れるという効果があります。
　新たに信号機が設置されたり、これまでと
通行方法が変わったところがあります。交通
事故に気をつけて安全に通行しましょう。

　１月 24 日、牛尾小学校６年生８人が選挙
出前授業を受け、投票に行く意味と選挙の大
切さを学びました。
　まず、伊佐市明るい選挙推進協議会の福田
畩盛会長が、児童たちにテレビの国会中継を
見せて「授業を受けているこの時間も国会が
開催されています。この国会で国のいろいろ
な事が決まります。皆さんも政治に関心を持
ちましょう」と挨拶しました。
　続いて、市選挙管理委員会事務局による授
業で、実際の投票用紙（見本）を使った模擬
投票を体験しました。児童たちは、投票箱に
投函した後、中で自然に開くよう特殊加工さ
れた投票用紙に驚いた様子でした。

木ノ氏バイパス開通

選挙の大切さを学ぶ

　県内 100 チームが参加して２月に開催さ
れた「第 44 回鹿児島県中学校（Ｕ－ 14）
サッカー大会」で、大口中央中学校サッカー
部が準優勝しました。
　大口中央中サッカー部は鹿児島県代表とし
て、３月 26 日～ 28 日に北九州市で開催さ
れる「第 30 回九州中学校（Ｕ－ 14）サッ
カー大会」に出場します。

『感謝の気持ちを忘れず、県代表として戦っ
てきます。応援よろしくお願いします。』 

九州中学校サッカー大会に出場

郵便局と２つの協定締結

　２月 16 日、市と伊佐市内郵便局は２つの
協定を締結しました。
　「地域における協力に関する協定」は、郵
便局員が業務中に子どもや高齢者などの異変
に気づいたり、道路の異常を発見したときな
どに市に情報を提供し、地域の安全を守ろう
とするものです。「災害発生時における伊佐
市と伊佐市関係郵便局の協力に関する協定」
は、市内 10 か所の郵便局と加治木郵便局が、
災害時に緊急車両として車両を提供したり、
広報活動などで協力するものです。
　伊佐市内郵便局代表の下境田德王局長（湯
之尾郵便局）は「郵便局のネットワークを活
かして、市民が安全に生活できるよう協力し
ていきます」と述べられました。
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　伊佐市から日本ラグビーの最高峰リーグ
「トップリーグ」の選手が誕生します。
　川向瑛さんがこの春「クボタスピアーズ」
に入団することが決まり、２月 15 日、市長
を表敬訪問しました。川向さんは、大口中学
校を卒業後、鹿児島実業高校、大東文化大学
に進学し、高校と大学ではそれぞれラグビー
部の主将を務めました。
　川向さんは「一年目は常に挑戦し、レギュ
ラーでいられるようにしたい」と抱負を語り、
市長から「自分のため、まちのために活躍し
てください」と激励を受けました。３月 13
日からチームに合流し、プロ選手としての一
歩を踏み出します。今後の活躍を期待します。

市出身者初の
ラグビートップリーグ選手

　１月 20 日、ＪＡ北さつま大口育苗センタ
ーで葉タバコの種蒔きが行われました。農家
やＪＡ関係者など 30 人程が参加し、耕作面
積 53.9 ヘクタール相当の種を蒔きました。
　葉タバコの種は約 10 日で発芽し、2 月中
旬には各農家に苗が配布され、5 月中旬から
収穫が始まる予定です。

葉タバコの種蒔き

　伊佐農林高等学校は「第 10 回キャリア教
育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文
部科学大臣表彰」と「平成 28 年度かごしま
の “食” 活動大賞（食育活動部門）」という
２つの賞を受賞しました。
　門園校長は「生徒たちの努力の賜物。地域
の応援をもらい受賞できました。これまでし
てきた活動を形を変えながらも継続していけ
たら」と語りました。

地域づくり・公民館活動部門（個人の部）
久保陸生さん（大島南）

　羽月校区コミュニティ協議会長等を歴任
し、地域づくりに尽力されました。

芸術文化活動部門（団体の部）
大口子ども劇場

　長年にわたり地域に根差した活動を続け、
芸術文化活動の振興に尽力されました。

平成 28 年度 姶良・伊佐地区
社会教育振興会表彰

伊佐農林高校
国と県のダブル受賞
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つ
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図
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く
、

そ
の
後
も
気
に
か
け
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
問
題
解
決
と
休

養
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
穏
や
か
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

「こころのサイン」
感じていますか？

　

最
近
、
体
の
不
調
が
続
く
、

何
に
対
し
て
も
興
味
が
わ
か
な

い
、
眠
れ
な
い
…
と
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
悩
み
や

悲
し
み
を
一
人
で
抱
え
て
い
る

と
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
が
ん
ば
る

こ
と
は
や
め
て
、
誰
か
に
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら
…

本
人
は

 

・
自
分
で
何
と
か
治
そ
う
と
し

　

て
焦
ら
ず
、
専
門
家
（
医
師
、

　

保
健
師
等
）
に
相
談
（
受
診
）

　

し
て
み
る

 

・
仕
事
や
家
事
、
学
業
を
ペ
ー

　

ス
ダ
ウ
ン
し
て
み
る

 

・
休
養
を
と
っ
て
み
る

 

・
気
が
向
か
な
い
こ
と
は
し
な

　

い

 

・
大
き
な
決
断
は
先
延
ば
し
に

　

す
る

家
族
や
周
囲
の
人
は

 

・
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
、
無
理
に

【相談窓口】

「鹿児島県自殺予防情報センター」
☎０９９・２２８・９５５８
相談日：月・木（祝日を除く）
時　間：９～ 12 時・13 ～ 16 時
※面接は電話予約が必要。

「鹿児島いのちの電話」
☎０９９・２５０・７０００
相談日：24 時間年中無休

「よりそいホットライン」
☎０１２０・２７９・３３８
相談日：24 時間年中無休

□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたことが
　楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが今では
　おっくうに感じられる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする

　ここ二週間でほとんど毎日続いているも
のにチェック　   をつけてください。

自分でできるうつ病チェック

　２つ以上の項目にチェックがあり、つら
い気持ちになったり、毎日の生活に支障が
出ている場合は、うつ病が疑われます。
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南三陸だより
Vol. 59

　

　

レ シ ピ

ふんのも

〈作り方〉　
①よもぎは洗って 0.3％の重曹を入れた
　湯で茹で、細かく刻んでおく。
②小さく切った餅の上によもぎをのせて
　蒸す。
③やわらかくなったら砂糖を入れてつく。
④好みできな粉をつけていただく。

生
Vol.77

「春の香りを手作りお菓子で楽しむ」

〈材　料〉（30 個分）
餅　　　１kg
よもぎ（茹でた状態）　250g
砂糖　　200g
きな粉　適量

　

東
北
で
の
冬
も
2
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
昨
年
と
比
べ
る
と

降
雪
量
は
少
な
い
で
す
が
、
朝

晩
は
氷
点
下
と
な
り
日
中
も
さ

ほ
ど
気
温
が
上
昇
し
な
い
の
で
、

南
国
育
ち
の
私
に
は
厳
し
い
季

節
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ア

イ
ス
バ
ー
ン
（
路
面
凍
結
）
時

に
は
、
い
つ
も
以
上
に
神
経
や

時
間
を
か
け
て
出
勤
す
る
の
で
、

職
場
に
着
い
た
時
に
は
ヘ
ト
ヘ

ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
油
断
だ
け
は
せ

ず
に
安
全
運
転
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　

さ
て
、
地
元
の
志
津
川
高
校

生
を
中
心
と
し
た
「
み
な
さ
ん

モ
ア
イ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
か
ら

町
に
バ
ス
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
寄
贈
は
、
震
災
前

に
町
民
の
生
涯
活
動
を
支
援
し

て
い
た
バ
ス
の
復
活
を
願
い
、

同
校
の
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
で
「
モ
ア
イ
バ
ッ
ヂ
」
な
ど

を
販
売
し
た
売
上
金
や
寄
付
金

等
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
の
町
の
未
来
を

担
う
若
者
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な

バスのデザインはモアイをはじめ、町をイ
メージしたトンビや波、前進・希望の花言
葉があるガーベラなどが描かれてます。

名前は
「モアイバス」 寄贈

志津川高校生
デザイン

場
面
で
町
の
復
興
に
向
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
未
来

の
た
め
に
も
復
興
が
よ
り
前
進

す
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
希
望
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
今
後

も
託
さ
れ
た
復
興
業
務
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
派
遣
職
員
で
地
元
の

食
材
を
持
ち
寄
っ
て
飲
み
会
を

行
い
、
私
は
〝
地
鶏
の
刺
身
〟

を
持
参
し
ま
し
た
。「
生
で
食

べ
ら
れ
る
の
!?
」
と
皆
さ
ん
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
食
べ

て
も
ら
う
と
す
ぐ
に
完
食
。
鹿

児
島
の
食
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

ま
し
た
。　
　
　
（
前
田
祐
太
）

も
ち
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　幼稚園って「えらいこ
っちゃ」がいっぱい！ひ
とりでバスに乗ったり、
同じ年の子がたくさんい
たり、慣れないトイレを
使ったり…。初めて幼稚
園に行く子どものがんば
りを描いた絵本。

　年寄りの介護をす
る「介抱人」のお咲は、
妾奉公を繰り返してき
た母親のだらしなさに
振り回され、悩む日々。
そんな時、「介抱指南
の書」を作りたいと、
貸し本屋から協力をも
とめられ…。

えらいこっちゃのようちえん　かさいまり

（出版：アリス館）

一  般

（出版：文藝春秋）

銀の猫　朝井まかて

【　児　童　】
すなばばば 鈴木のりたけ
銀杏堂 橘春香
クマですが、イヌです クリスチャン・フォックス
地野菜 / 伝統野菜 堀知佐子

【　一　般　】
不時着する流星たち 小川洋子
白い衝動 呉勝浩
心の嵐を青空に	 美輪明宏
アルミホイル超楽レシピ 浅野曜子

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　３月７日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ	

○

【３月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

○

○
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

に
所
有
（
登
録
）
し
て
い
る
原

付
バ
イ
ク
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動

車
等
に
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
原
付
バ
イ
ク
や
ト

対
象
者

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
及
び
児
童

　
（
父
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
可
。）

○
父
母
の
い
な
い
児
童

支
給
期
間　

対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
日

　
　
　
　
　

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満

助
成
額　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ

　
　
　
　
　

た
保
険
診
療
分
の
金
額

※
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭

　

で
あ
っ
て
も
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
状
態

　

に
あ
る
場
合
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
事
前
に
受
給
資
格
者
証
の
交
付
を

　

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵

入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
税
（
廃
車
・
名
義
変
更
）

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

昨
年
11
月
、
隣
の
出
水
市

で
野
生
の
ツ
ル
か
ら
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
病
気

へ
の
感
染
が
養
鶏
場
等
で
広
が
る
と
、
養
鶏

業
界
だ
け
で
な
く
流
通
や
販
売
等
を
通
じ
て

一
般
消
費
者
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
侵
入
防
止
対
策

○
野
鳥
観
察
等
は
で
き
る
限
り
自
粛
し
、
水

　

鳥
等
が
集
ま
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
鳥
小
屋
に
入
る
時
は
、
必
ず
長
靴
な
ど
を

　

洗
剤
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ン
や
食
べ
残
し
た
餌
は
こ
ま
め
に
掃
除

　

し
、
餌
入
れ
の
容
器
は
清
潔
に
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

○
野
生
動
物
等
が
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
む
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。
鳥
小
屋
に
防
鳥
ネ
ッ

　

ト
等
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
野
生
動
物
が

　

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
鳥
等
の
死
骸
や
ニ
ワ
ト
リ
等
の
家
き
ん

　

の
異
常
を
発
見
し
た
ら
、
素
手
で
触
っ
た

　

り
せ
ず
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

【
野
鳥
の
死
骸
・
異
常
の
場
合
】

林
務
課
鳥
獣
対
策
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

【
ニ
ワ
ト
リ
・
ア
ヒ
ル
等
家
き
ん
の
異
常
の
場
合
】

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

広告

　

商
品
券
へ
の
交
換
申
請
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
獲

得
し
て
い
る
人

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

商
品
券
の
交
付
に
つ
い
て

　

原
則
、
本
人
が
申
請
し
、
窓
口
で
確
認
後

「
商
品
券
交
付
決
定
通
知
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
そ
の
後
、
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

手
帳
の
更
新

　

平
成
26
～
28
年
度
に
交
付
し
た
手
帳
は
、

平
成
29
年
度
用
の
手
帳
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
へ

の
更
新
が
必
要
で
す
。
次
の
窓
口
に
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係（
大
口
庁
舎
）

高
齢
者
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１

伊
佐
市
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
廃
車

や
譲
渡
等
に
よ
る
名
義
変
更
の
手
続
き
が
さ

れ
な
い
と
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

手
続
き
先
は
車
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
伊
佐
市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
す
る
車
種

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）

○
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎
㉓
１
３
１
１

◆
軽
自
動
車
検
査
協
会
及
び
軽
自
動
車
協
会

　

で
手
続
き
す
る
車
種

○
軽
三
輪

○
軽
四
輪

○
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
～
２
５
０
㏄
以
下
）

　

伊
佐
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
口
支
所
（
旧

市
立
図
書
館
）
は
、
４
月
１
日
か
ら
大
口
元

気
こ
こ
ろ
館
内
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
高
齢
福
祉
係　

☎
㉓
１
３
１
１

伊
佐
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
口
支
所

移
転
予
定
の
お
知
ら
せ
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広告

日　
　

時　

３
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

会　
　

場　

芦
北
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
芦
北
町
大
字
田
浦
６
５
３

演　
　

題

　

命
を
支
え
る
介
護
～
生
き
る
力
・
希
望
・

生
き
が
い
・
絆
を
考
え
る
～

定　
　

員　

５
０
０
人

入
場
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
６
・
８
４
・
９
９
９
６

が
ん
ば
ら
な
い
介
護
を
提
唱
す
る

鎌
田
實
先
生
の
講
演
会

日　
　

時　

３
月
25
日
（
土
）
14
時
～
16
時

場　
　

所　

姶
良
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

姶
良
市
西
餅
田
５
８
９

姶
良
・
伊
佐
高
齢
者
保
健
福
祉
圏
域

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

日　　時　３月 19 日（日）９:30 スタート
集　　合　田中ふるさと館
参 加 費　大人 1,000 円　高校生以下 500 円
申込期限　３月 10 日（金）
問  田中校区コミュニティ協議会　☎㉖５２８８

日　　時　３月 12 日（日）10:30 スタート
集　　合　針持青少年センター
参 加 費　大人 1,500 円　小学生以下 500 円
申込期限　３月３日（金）
問  針持校区コミュニティ協議会　☎�２６６２

コミュニティ
協議会主催

第 20 回ウォーク in 田中

第 10 回秀吉の道「ウォーク in 針持」

日　　時　３月 12 日（日）10:00 ～ 15:00
会　　場　本城校区集会施設周辺
内　　容　おきな草苗販売・絵手紙コンテスト
　　　　　表彰式・芸能発表など
問  本城校区コミュニティ協議会　☎㉖４６３９

第 13 回本城おきな草春祭り

※情報提供のあったイベントを掲載しています。

演　
　

題

　
「
生
活
場
面
で
の
高
次
脳
機
能
障
害
を
考

え
る
」
～
そ
の
症
状
、「
年
の
せ
い
」
で
は

な
く
、「
高
次
脳
機
能
障
害
」
の
影
響
か
も

し
れ
ま
せ
ん
～

講　
　

師　

窪
田
正
大
氏
（
鹿
児
島
大
学
医

　
　
　
　
　

学
部
保
健
学
科
教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

　
「
３
月
25
日
講
演
会
申
込
」
と
明
記
の
う

え
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
及
び
連
絡
先
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
20
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
温
泉
病
院
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
０
０
０
１

０
９
９
５
・
６
２
・
３
７
７
８

問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島
事
務
所

☎
０
９
９
・
２
６
２
・
０
６
０
６

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

☎
０
９
９
・
２
６
１
・
４
０
１
１

◆
運
輸
支
局
で
手
続
き
す
る
車
種

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０
㏄
超
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
８
９

日　
　

時　

３
月
12
日
（
日
）
13
時
～

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
始

め
た
音
楽
祭
で
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
東

日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
被
災
地
に
届
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
担
当
：
宮
迫
）

☎
０
９
０
・
２
５
８
２
・
３
３
０
９

第
６
回
伊
佐
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
祭

３月イベント情報
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伊佐市からのお知らせ

　

近
年
、
国
内
で
は
飼
い
犬

が
散
歩
中
に
首
輪
か
ら
抜
け
、

近
く
に
い
た
高
齢
者
を
咬
ん

で
死
亡
さ
せ
て
し
ま
う
悲
惨
な
事
故
が
発
生

飼
い
犬
の
飼
育
管
理
に
つ
い
て

し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
で
は
飼
い
犬
の
狂

犬
病
感
染
・
発
症
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
事
故
や
狂
犬
病
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
飼
い
主
は
飼
育
管
理
を
改
め

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
う
と
き
の
注
意
点

①
大
型
犬
、
小
型
犬
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
に

　

対
す
る
危
害
防
止
の
た
め
、
敷
地
内
で
飼

　

育
し
て
く
だ
さ
い
。

②
オ
リ
等
の
飼
育
施
設
を
要
す
る
場
合
は
、

　

適
当
な
広
さ
の
施
錠
可
能
な
オ
リ
等
と
し
、

　

幼
児
等
が
容
易
に
近
づ
い
て
開
け
ら
れ
な

　

い
構
造
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

③
突
発
的
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
飼
育

　

施
設
及
び
首
輪
、
犬
を
繋
ぐ
器
具
等
に
欠

　

陥
が
な
い
か
、
常
に
点
検
を
行
う
よ
う
に

　

し
て
く
だ
さ
い
。

④
飼
い
犬
が
粗
暴
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
頃

　

か
ら
運
動
を
さ
せ
る
な
ど
適
正
な
管
理
に

　

努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
運
動
さ
せ
る
と
き
に
は
、
危
険
防
止
の
た

　

め
に
他
人
と
必
要
な
距
離
を
保
ち
、
制
御

　

で
き
る
人
が
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
雌
の
飼
い
犬
は
、
妊
娠
中
か
ら
出
産
後
は

　

粗
暴
に
な
り
や
す
い
の
で
、
人
が
近
寄
ら

　

な
い
よ
う
に
監
視
及
び
管
理
を
十
分
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

⑦
飼
い
犬
が
咬
傷
事
故
を
し
た
際
は
、
速
や

　

か
に
大
口
保
健
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

⑧
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
予
防
注
射
は
、
全

　

て
の
犬
が
対
象
で
す
。

募
　
　
集

業
務
内
容

①
調
理
業
務
補
助

②
給
食
配
送
及
び
回
収
の
助
手

③
食
器
・
食
缶
の
洗
浄
業
務

④
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
の
指
示
す
る
業
務

募
集
人
員　

若
干
名　
（
男
女
を
問
わ
ず
）

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
事

　
　
　
　
　

項
に
該
当
す
る
人

①
平
成
29
年
4
月
１
日
現
在
で
満
60
歳
以
下

　

の
人

②
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

③
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
人

学
校
給
食
調
理
補
助
員
募
集

勤
務
時
間　

8
時
～
16
時
45
分

雇
用
期
間　
（
3
か
月
更
新
）

　

4
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

※
た
だ
し
、
8
月
は
除
く

賃　
　

金　

時
給
８
０
０
円　

そ
の
他　

雇
用
保
険
・
労
災
あ
り

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

3
月
15
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
15
日
必
着
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
３

伊
佐
市
菱
刈
花
北
１
０
８
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉔
１
２
２
３

広告

日　
　

時　

３
月
11
日
（
土
）
10
時
～

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

和
室

内　
　

容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映

　
　
　
　
　

画
の
上
映
（
約
60
分
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局

☎
㉖
１
５
５
４

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会
（
無
料
）

　

木
を
使
っ
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
っ

て
み
よ
う
。

日　
　

時　

３
月
12
日
（
日
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

大
口
里
保
育
園
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

準
備
す
る
物　

飲
み
物

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
３
月
６
日（
月
）

　

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

３
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

⑨
犬
を
散
歩
さ
せ
る
際
に
は
、
フ
ン
を
持
ち

　

帰
る
た
め
の
道
具
を
持
参
し
、
必
ず
回
収

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
０
６
０

日　
　

時　

３
月
12
日
（
日
）
14
時
開
演

　
　
　
　
　

13
時
30
分
開
場

場　
　

所　

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園　
　
　
　
　

☎
㉒
０
６
０
９

大
口
明
光
学
園
吹
奏
楽
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
♪
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（
１
月
４
日
～
１
月
30
日
受
付
分
）

池
之
上　

和
の
ど
か

（
和
樹
・
里
町
）

石
井　

良り
た昴

（
良
平
・
大
島
南
）

内
徳　

日ひ

な

か
向
花
（
裕
介
・
朝
日
町
）

内
徳　

日ひ
は
る暖

（
裕
介
・
朝
日
町
）

大
塚　

史し
お
ん煌

（
公
一
・
前
目
下
）

岡　

一い
つ
き絆

（
雄
一
郎
・
大
島
南
）

桐
木　

美み
は
る晴

（
広
和
・
高
柳
）

小
嶋　

海か
い
と斗

（
春
樹
・
並
木
）

小
水
流　

佑ゆ

奈な

（
匠
悟
・
一
の
山
）

左
近
充　

海か
い
と斗

（
美
由
紀
・
里
町
）

佐
土
原　

篤あ
つ
し志

（
修
・
郡
山
団
地
）

新
内　

梨り
さ紗

（
聡
・
麓
後
）

園
田　

美み
る琉

（
浩
之
・
小
水
流
）

原
口　

旭あ
さ
ひ陽

（
大
悟
・
猶
原
）

簗
瀨　

孝こ
う
た太

（
尚
人
・
里
町
）

（
１
月
４
日
～
１
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

藺
牟
田　

鈴
子　
　

94
（
篠
原
）

岩
重　

和
子　
　
　

90
（
下
元
町
）

大
野　

春
男　
　
　

84
（
川
島
）

是
枝　

フ
ク
エ　
　

89
（
中
元
町
）

坂
元　

米
子　
　
　

84
（
里
町
）

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
２月活動

○大口小学校（写真）　〇本城小学校

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

新
屋
敷　

ヒ
サ
子　

96
（
改
星
の
里
）

堂
屋
敷　

實　
　
　

91
（
下
青
木
）

西
口　

貴　
　
　
　

65
（
下
青
木
）

野
間
口　

ユ
リ
子　

95
（
こ
と
ぶ
き
園
）

丸
山　

茂　
　
　
　

93
（
水
ノ
手
）

宮
里　

紀
念　
　
　

81
（
鉱
業
所
）

宮
原　

徹
郎　
　
　

79
（
上
八
坂
）

山
野
地
区

柏
木　

正
人　
　
　

94
（
平
出
水
上
）

羽
月
地
区

堀
ノ
内　

幸
子　
　

82
（
並
木
）

横
山　

茂
樹　
　
　

63
（
鳥
巣
上
）

菱
刈
地
区

池
之
上　

ア
サ
ノ　

94
（
前
目
下
）

上
原　

照
雄　
　
　

88
（
東
市
山
）

川
﨑　

正
輝　
　
　

95
（
上
内
之
宮
）

酒
匂　

光
生　
　
　

80
（
小
原
松
山
）

遠
矢　

敬
久　
　
　

77
（
重
留
西
）

中
之
薗　

又
雄　
　

88
（
啓
明
園
）

馬
場　

幾　
　
　
　

97
（
下
市
山
）

福
永　

マ
ツ
子　
　

93
（
平
沢
津
）

福
原　

千
惠
子　
　

87
（
前
目
下
）

蓑
田　

宗
敏　
　
　

89
（
新
拓
）

宮
原　

景
珍　
　
　

62
（
小
原
松
山
）

山
口　

フ
ミ
子　
　

96
（
桜
馬
場
）

山
元　

ツ
ユ　
　
　

92
（
本
町
）

本
城
地
区

上
松　

佐
江
子　
　

75
（
場
ノ
木
）

中
村　

栄
次　
　
　

71
（
岩
坪
）

藤
田　

榮
藏　
　
　

87
（
大
峰
）

【
今
月
の
表
紙
】　

駅
伝

　

県
下
一
周
駅
伝
、
湯
之
尾
中
継
所
で

襷
を
つ
な
ぐ
宮
田
選
手
と
村
田
選
手
。

　

地
元
通
過
の
大
会
３
日
目
、
雨
に
打

た
れ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
も
全
力
で
駆

け
抜
け
る
選
手
た
ち
の
姿
に
、
応
援
に

も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.199　

2017.03.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H29. ２. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

昨
年
10
月
、
初
め
て
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
を
し

ま
し
た
。
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
コ
ー
ス
を
作
る
た
め
の
研
修
で
、
取
材
し

た
日
は
曽
木
の
滝
周
辺
を
歩
く
予
定
が
山
野
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
山
野
校
区
出
身
。
山
野
を
ま
ち
歩
き
…

な
に
も
な
い
普
通
の
地
域
を
歩
い
て
面
白
い
の

だ
ろ
う
か
、
体
験
前
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

山
野
小
近
く
の
菅
原
神
社
か
ら
合
流
し
、
小
学

生
の
と
き
に
遊
ん
だ
用
水
路
や
見
慣
れ
た
通
り

を
歩
き
ま
し
た
。
な
に
も
な
い
と
思
っ
て
い
た

当
た
り
前
の
景
色
も
、
説
明
が
加
わ
る
と
歴
史

を
感
じ
、
道
端
に
咲
い
て
い
る
花
一
つ
と
っ
て

も
話
が
膨
ら
み
ま
す
。
な
に
も
な
い
の
で
は
な

く
て
、
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
ん
だ
、
と
地
元

の
魅
力
再
発
見
。
こ
の
地
を
知
ら
な
い
人
に
は

な
お
さ
ら
新
鮮
で
面
白
く
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

伊
佐
市
内
で
も
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場

所
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
各
校
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
作
る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
、
ぜ
ひ

歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
面
白
さ
に
気
付
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

総人口　27,029 人　  （－       49）
　男　　12,563 人　  （－       20）
　女　　14,466 人　  （－       29）
世帯数　13,693 世帯  （－       20）
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　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者にはご連絡させて
　いただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

小
学
２
年
生
の
孫
か
ら
年
賀
状
が
来
た
。
そ
の

中
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
が
大
人
に
な
る
ま

で
元
気
で
い
て
ね
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
高
齢
者

の
定
義
が
65
歳
以
上
か
ら
75
歳
以
上
に
変
わ
る
よ

う
だ
が
、
私
は
既
に
後
期
高
齢
者
。
あ
と
10
年
も

生
き
ら
れ
る
か
ち
ょ
っ
と
疑
問
？

当
面
、
健
康
寿
命
は
達
し
た
の
で
、
あ
と
は
平

均
寿
命
を
目
標
に
孫
の
た
め
、
自
分
の
た
め
、
皆

の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
大
口
東　

Ｍ
・
Ｔ　

70
代
）

伊
佐
市
内
の
櫻
様

早
い
も
の
で
二
月
。
今
年
も
亦
（
ま
た
）
貴
方

に
お
逢
い
す
る
季
節
が
目
前
で
す
。

健
康
診
断
は
お
済
み
で
す
か
。
天
狗
巣
病
な
ど

に
罹
っ
て
お
ら
れ
な
い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
天

狗
巣
病
は
人
間
の
癌
と
同
じ
早
期
発
見
が
何
よ
り

大
事
で
す
。
健
診
が
未
だ
な
ら
一
日
も
早
い
受
診

を
お
薦
め
し
ま
す
。
身
も
心
も
大
丈
夫
と
太
鼓
判

を
押
し
て
貰
っ
て
安
心
し
て
見
事
な
花
を
み
せ
て

４
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

黒伊佐錦 くろいさ （大口酒造㈱提供）

下
さ
い
。

何
と
云
っ
て
も
貴
方
は
伊
佐
市
を
代
表
す
る
顔

な
の
で
す
か
ら
！
御
活
躍
と
御
繁
栄
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。　
　
　
（
大
口
東　

花
待
姿
姿　

80
代
）

今
年
の
冬
は
、
初
め
て
し
も
や
け
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。
し
も
や
け
に
は
温
泉
が
よ
い
と
き
き
、

時
間
を
み
つ
け
て
温
泉
め
ぐ
り
を
し
た
の
で
す
が
、

し
も
や
け
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
伊
佐
市
内
の
温

泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
で
き
よ
か
っ
た
で
す
。

し
も
や
け
は
治
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と

が
な
い
温
泉
も
あ
る
の
で
、
温
泉
め
ぐ
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
大
口　

良
太　

30
代
）

花
待
姿
姿
さ
ん
、
今
年
も
も
う
じ
き
桜
の
季
節

で
す
ね
。
昼
間
の
満
開
の
桜
、
提
灯
に
照
ら
さ
れ

た
夜
桜
、
ど
ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。


